
　子宮頸がん検査には「細胞診」と「HPV検査」があり
ます。
　＊HPV：ヒト・パピローマウイルス（Human papillomavirus:HPV)
　一般的に子宮がん検診とは「子宮頸がん検診」を指
し、細胞診を行います。
　HPV検査とは、子宮頸部の細胞を採取し、子宮頸が
んの原因となるHPVに感染しているかどうかを調べ
る検査です。HPV感染後、平均約5年から10数年で、一
部ががんへと進行することが報告されています。従来
からの検査法（細胞診）にこのHPV検査を併用するこ
とで、前がん病変をより確実に発見することが可能に
なります。
　検診先進国のアメリカでは、30歳以上の女性は細胞
診とHPV検査を両方受けるように勧められています。

この2つの検査
を併用すること
により、99％以
上の確率で異常
を発見できると
いわれていま
す。現在は、子宮
頸がんの早期発
見のために開発
された一次スク
リーニング検査用の自己採取器具もあります。 
　正しい知識をもって、がん検診を受診しましょう。

【広報出版委員会　記】

道民の健康情報 がん予防④「子宮頸がんは検診で早期発見！」

jigyo250
テキストボックス
 北海道協会ニュースNo127号　（平成31年4月30日発行）より


